
（別紙３）

〜 2026年 1⽉ 23⽇

（対象者数） 20 （回答者数） 19

〜 2026年 3⽉ 6⽇

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・さらに研修等を⾏うことによって、職員が共通理解の下
で声かけや関わりを⾏えるようにしていきます。
・個別⽀援計画に基づき、⽬標と⼿⽴てを全職員で共有し
ながら、より質の⾼い⽀援を⽬指していきます。

2

・天候や気温に合わせて⼾外での活動（散歩や公園での遊
び）も取り⼊れながら静と動の活動をバランス良く取り⼊
れていきます。
・遠⾜や野外体験などの⾏事も取り⼊れながら⼦どもたち
の経験値や社会性が更に育んでいけるよう努めていきま
す。

3

・併⽤先とのより細やかな連携や、職員同⼠の学び合いを
しながら、更なる質の向上に努めます。
・医療的ケア児の受け⼊れが増加してきているため、看護
職員の配置を増やすとともに、マニュアル等の⾒直しも
⾏っていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・緊急時の事業所の対応について、再度まとめ直して冊⼦
を作成し保護者の⽅々に配付するなどして、周知の徹底を
⽬指します。また訓練実施の状況も全員へ報告を⾏いま
す。
・職員に対しても定期的な確認や研修の機会を設け、全職
員が共通理解のもとで対応できるようにしていきます。

2

・短時間の中でも効果的に会議や研修を⾏えるよう⼯夫す
るとともに、新⼊職員が段階的に業務を覚えていけるよ
う、育成の流れや確認項⽬を整理していきます。
・代表を含めた定期的な振り返りやフォローの機会を設
け、既存職員にも育成の視点や具体的な伝え⽅を共有しな
がら、安⼼して定着できる体制づくりを進めていきます。

3

・今後は、事業所主導だけで抱え込むのではなく、保護者
の⽅々とも協⼒しながら、無理のない形で交流の機会を継
続していける仕組みづくりを検討していきます。
・保護者会のような形も視野に⼊れ、保護者同⼠が横につ
ながれる機会を少しずつ広げていけるよう取り組んでいき
ます。

お⼦様が安⼼・安全の環境の中で療育ができるよう、その⼦
らしさに寄り添い、その⼦の思いを尊重した暖かく丁寧な関
わりを⾏っています。
また、保護者の⽅々も「安⼼して預けることができる」と
⾔ってくださっています。

・適切な声のかけ⽅や関わり⽅、⽀援者としての在り⽅につ
いて、全職員でこだわりをもって関わっています。
・⽇々のお⼦さまの様⼦を送迎時やLINE、連絡帳などで伝え
たり、些細なことでも丁寧に連絡を⾏ったりしています。

感覚遊びや運動遊び、制作活動など、⽇替わりのプログラム
により、集団療育を⾏っています。
無理強いせず、少しずつ集団⽣活に触れていくことにより、
集団への適応と集団の中で必要な⼒が着実に育ちます。

・保育⼠・児童指導員が毎⽇⼯夫をして準備をし、お⼦様の
興味や関⼼を引き出せるような活動を実施しています。
・家などではできないような思い切った遊び、季節を取り⼊
れながらも⼦どもたちが主体となるような季節の遊びなど、
お⼦様の発達や興味に合わせてこだわっています。

作業療法⼠・理学療法⼠による専⾨的な個別のリハビリを、
併⽤先とも連携しながら⾏っています。
また、看護職員を複数名配置し、安全な体制のもとで医療的
ケアを⾏っています。

・各専⾨職がアセスメントと計画を⾏い、個別や集団活動の
中での個別アプローチにより、専⾨的⽀援（リハビリ）を
⾏っています。
・医師の指⽰書をもとに、医療的ケアスケジュールを作成
し、複数看護職員が共通理解の下で、安全に配慮してお預か
りをしています。

利⽤児童と地域との交流機会や、保護者同⼠の交流機会につ
いて、継続的に提供していく体制が⼗分には整っていませ
ん。

・⽇々の直接⽀援を優先する中で、地域交流や保護者同⼠の
交流のような企画・運営を継続的に⾏うための時間や体制を
確保することが難しく、単発では実施できても継続につなが
りにくい状況があります。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⾮常時等への対応（緊急時・感染症等）について、保護者の
⽅々への周知や発信が不⾜しており、訓練の実施等もうまく
みなさんへ伝わっていないところがあります。
また、職員間においても対応内容や事業所としての備えにつ
いて⼗分に共有できていない部分があります。

・防災への取り組みや必要物品の備蓄、医療的ケア児への対
応等、緊急時の対応は作成していますが、契約時の説明のみ
でその後の周知の機会が⼗分ではありませんでした。
・職員間でも継続的な確認や共有の機会が⼗分でなく、新⼊
職員への周知も不⼗分となっていました。

職員研修や会議等の時間を⼗分に確保することが難しく、⽀
援内容や対応についての共通理解を深めることに課題があり
ます。
また、新⼊職員に対する育成やフォローアップが⼗分ではな
く、安⼼して仕事を覚えながら⼒をつけ、定着していける体
制づくりが必要です。

・預かりニーズが⼤きく、サービス提供時間がほぼ⽀援時間
となっているため、職員会議や研修、新⼊職員への丁寧な指
導や振り返りの時間を⼗分に確保しにくい状況があります。
・事業所として⽀援の質や⼦どもへの関わり⽅に強いこだわ
りを持っている⼀⽅で、⼊職者との間で⽀援観や求める⽔準
にギャップが⽣じることもあり、法⼈としての育成プログラ
ムや代表を含めた継続的なフォロー体制もまだ⼗分とは⾔え
ません。

2025年 2⽉ 25⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇  2025年 3⽉ 25⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達⽀援おんぷ

○保護者評価実施期間 2026年 1⽉ 5⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


